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亘
岡村達雄編
『現代の教育理論』
本書は岡村教授編集の全三巻にわたる『教育
の現在ー歴史・理論・運動』というシリーズの
第二巻「理論」篇である。第一巻『戦後教育の
歴史構造』はさきにすでに刊行されている。
く学習〉をめぐる問題状況のなかにく現在〉を
とらえる一つの鍵があるといってよいだろう。
第二は、く共生＞＜問い〉である。「社会諸関係の
総体、あるいは共同存在としての人間のあり様
岡村教授も「まえがき」で述べているように、 を、く近代〉への批判をとおして問うことがわ
九0年代に向って、歴史的な時代の転換が進行 れわれにとって重みを増している。
しているいま、わが国では国家と財界との教育 く共生〉という言葉はこのような時代を表現す
要求によって主導されて、「臨教審」以降、公 るある種のく時代精神〉といえるのかもしれな
教育体制総体の構造的再編がすすんでいる。こ い」と岡村教授は書いている。「学習」が国家
の事態を前にして、多くの人びとが「われわれ のイデオロギー戦略の中心におかれて、「生涯
は、どこからどこへ向おうとしているのか」と 学習論」が国家政策として展開されてきた背景
いう問を切実にいだいているし、そのような問 に注目し、その視角から教育の「現在」に迫る
に答えるためには、 「時代の全体像が首尾一貫 とともに、教育の新しいあり方の原理ないし理
してとらえがたくなっているいま、 く臨教審＞
以降の教育状況の本質をどのようにとらえるの
か。問題の所在および教育現実を変えていく視
点と課題を明らかにしていく」ことが教育学者
に求められている。
本書は、このような問題状況の解明をめざし
て、編者が重要と考えるいくつかの主題につい
て「批判的に論じた」ものである。本書を編む
にあたっては、執筆者たち全員が研究会を重ね
て問題意識の交流をはかり、それぞれの執筆者
念をめぐって教育の「現在」の問題点を照らし
出そうとしていることろに、本書の意図すると
ころがあるのである。
本書は次の十章から成る。第一章、 「教育理
論の現在」第二章「学校とは何か」第三章「学
校にからむ家庭の問題」第四章「問題としての
地域」第五章「文化のく学校化〉く教育化〉と学
習の理論」第六章「＜男女平等論〉の批判的再
考」第七章「関係性から創造へ」第八章「身体
論の位相」第九章「教育においてナショナリズ
は、「問題のありかを明確にするための論争的 ムを問う」第十章「せめぎあう共生」。そして、
であることを心がけた」という。 第一章を岡村教授が、残りの九章を十人の筆者
ところで、教育の「現在」を捉える鍵として、 が書いている。
岡村教授は二つの中心問題をあげている。第一 通読して、私にとっても興味のあったのは、
は、 「時代を特徴づける＜学習〉という概念で 第一章である。岡村教授は「臨教審」で「学
あり、学習のイデオロギー戦略の展開である。
それは進行中の国家による＜教育改革〉の理論
と深く結びついており、この時代の教育意識と
して広く社会的関心の的にもなってきている。
習」が国家のイデオロギー戦略のキー・ワード
となったことの意味と背景を明らかにしている
が、その背景を明らかにするにあたって、六0
年代以降の教育政策や教育理論の批判的検討を
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教授自信の「自己史」と重ね合せて述べている。
したがって、この章は「教育理論の現在」を明
らかにすると同時に、岡村教授の問題意識の形
成史の叙述ともなっているからである。そして
また、岡村教授が戦後をつうじていわゆる「国
民教育論」者のキー・ワードであった「学習」
という概念が「臨教審」と文部省にとりこまれ
て「生涯学習」論（「中教審」では「生涯教
育」と呼ばれてきた）として展開されてきたと
いう事実を手がかりにして、現代の国家の教育
戦略の解明に迫ろうとしているのは鋭い洞察で
ある。さらに、岡村教育が「伝習館教育処分」
をめぐる裁判へのかかわりの経験をとおして、
「教育処分」の視角から、教育にたいする国家
統制を照射することによって、公教育の本質解
明に取組もうとしていることも注目に値する。
第二章以下の各章も、それぞれの筆者が全力
投球していて興味深い。しかし、たとえば第三
章「学校にからむ家庭の問題」は筆者の家庭論
としては興味深いし、私は筆者の家族論に異論
を立てるつもりは決してないが、学校と家族の
問題がここで充分具体的に解明されているとは
思えない。たとえばドンズローの《Family
Policing》のような扱い方がされていたら
（私ははフーコーをふまえたこの本を必ずしも
十分とは思わないが）、もっと『現代の教育理
論』にふさわしくなったのではなかろうか。そ
の他にも、蜀望の感は残るが、 「時代の全体
像」が捉えにくい状況のなかで、その解明のた
めに苦闘しているすべての筆者に私は心から敬
意を表する。
（竹内良知）
戸
学会関係
*1988年12月3日（土）午後3時よりホテル
サンルート南千里に於いて、教育学会1988
年度大会、 「鈴木・竹内両先生古稀記念大
会が開催された。鈴木先生の講演「人間が
『人間』になるということ」、つづいて竹
内先生の講演「あたらしい教育原理を求め
て」がなされ、後パーティーがもたれた。
100余名の参加で盛会であった。
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